
「地方創生カレッジ in 津軽」 ワークショップ等の成果のポイント
１．地域課題・テーマ

・DMOについての基本的な理解をそろえること。
・津軽圏域14市町村の垣根を取り払い相互理解を深めること。
・津軽圏域の観光を推進する中核となる若手人材を育成すること。

２．現状と問題点

（１）津軽圏域（青森県西北地域・中南地域の14市町村）では、今後、生産年齢人口の減少ペースが全国より早く進行すると推計されており、減少に
歯止めをかけるべく、観光を通じた交流・滞在人口の増加とそれにともなう消費の拡大、さらには新規雇用の創出が求められている。
（２）津軽圏域には弘前公園の桜やねぷたまつり、津軽塗、津軽三味線、白神山地など全国的に知名度の高い観光資源があるにも関わらず、観光
入込客数は2015 年11,844 千人、2018 年は11,808 千人と横ばい、年によっては減少傾向を示している。本エリアでは豊富な資源がありながら、十
分に活用できていないのではないか。例えば、多様化した個人の趣味、嗜好にあった津軽圏域ならではの観光コンテンツを提供できていないので
はないか。
（３）これらの課題を解決するべく、2020年4月に津軽圏域の14市町村をマネジメントエリアとする(仮称）津軽圏域DMO(現【クラン・ピオニー津軽】）を
設立することとなったが、DMOについての理解が曖昧であり、DMO設立以降、スムーズな合意形成や事業実施のためには、DMOについて共通した
理解を持つことやエリア内の市町村同士の相互理解が重要である。また、津軽圏域の観光を積極的に推進しいずれリーダーとなるような「中核人
材」も必要である。

３．目指すべき方向性・将来像と実現に向けた具体的施策

（１）今回の研修を通じ継続することの重要性が認識された。DMO設立準備事務局では、次年度以降、14市町村各々の観光に関する情報、DMOの
情報を行政や民間事業者が共有できる体制を構築し連携を深める。また、研修参加者や域内事業者を母体としてＤＭＯ内にテーマ別のワーキング
グループを組成し、研修を通じて把握した課題や議論を継続して取り扱い、結果をDMOの施策立案に活用する。このような事業を通じて事業を積極
的に推進しかつ実践的な観光人材を育成する。
（２）津軽圏域には施策立案に必要とするデータが圧倒的に不足していることが判明したため、まずは圏域全体での来訪者調査等を企画し、DMOの
KPIや来訪の目的、訪問箇所などを調査し、来訪者像を明らかにする。
（３）コンセプトワークでは、「津軽らしさ」＝「豊かな自然」という方向性が導かれたが、単に、「自然」というのではなく、それが生活の中にどのような
恵みを与えて根付き津軽独特の文化を築いているか（方言、津軽三味線、宵宮（よみや）など）、外部の目・若者の目などもいれて徹底的に議論・追
及する。また、議論と並行して「津軽らしさ」を体感できるスポットを実査し、「温泉」「食」「農泊」などのプランの核となるテーマ、素材を見つける。

４．今回のワークショップやディスカッションを通じて得た気づき（官民連携、人材交流の効果等）

• 議論を通じて、圏域内の様々な人や組織について相互理解が深まり一体感が生まれると共に、今後の方向性等の共通理解を得ることができた。
• ワークでは、一人では考えつかない多様な意見、アイディアが生まれる、といった気づきがあり、話し合って導きだすことの好作用を実感できた。
• DMOについて一定程度理解でき、各市町村・組織間のパイプ役としての役割、連携による相乗効果、情報共有や財源確保の重要性を学んだ。
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「地方創生カレッジ in 津軽」
５．成果スキーム図
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・人口減少が全国より早く進行
・観光入込は減少

2020年4月、
14市町村で構成するDMO
「クラン・ピオニー津軽」の設立
（2020年度の取組イメージ）
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